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再生紙を使用しています。
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令和 7 年度　一般会計決算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

令和 7年度 令和 6年度歳　入 歳　出

諸収入
法人事業税交付金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
地方譲与税
分担金及び負担金
財産収入
地方特例交付金
利子割交付金
環境性能割交付金
寄附金
交通安全対策特別交付金
自動車取得税交付金

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等

歳入合計　327 億 5,444 万 633 円 歳出合計　311 億 442 万 3,570 円

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

繰　入　金

地方消費税交付金

繰　越　金

使用料及び手数料

市　　　債

そ　の　他

民　生　費

教　育　費

総　務　費

衛　生　費

諸 支 出 金

土　木　費

消　防　費

公　債　費

商　工　費

議　会　費

農林水産業費

70億476万694円（21.4％）

49億5,166万6,616円（15.1％）

38億196万6,000円（11.6％）

17億8,101万8,000円（5.4％）

86億4,502万1,091円（26.4％）

17億5,616万7,220円（5.4％）

11億5,139万5,811円（3.6％）

14億7,414万2,801円（4.5％）

3億3,300万円（1.0％）

14億8,579万6,000円（4.5％）

3億6,950万6,400円（1.1％）

150億4,576万7,794円（48.4％）

22億6,591万9,846円（7.3％）

31億4,117万8,495円（10.1％）

16億4,569万1,598円（5.3％）

26億5,758万2,449円（8.5％）

10億177万6,973円（3.2％）

39億6,450万7,967円（12.7％）

3億3,599万7,503円（1.1％）

2億9,607万1,010円（1.0％）

6億8,973万3,233円（2.2％）

6,019万6,702円（0.2％）

〜〜
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令和 7 年度  各会計決算を認定令和 7 年度  各会計決算を認定
福生よいとこ議会基本条例を制定福生よいとこ議会基本条例を制定

令和８年第３回定例会
９月１日～９月30日
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横田基地について

匿名・流動型犯罪の低年齢化について

教職員等による性犯罪・性暴力をなくすための取組について

市税等の収納対策について

窓口サービス向上に向けた取組について

▲総合防災訓練（避難所開設運営訓練）の様子

　質問　アメリカ空軍第４偵察飛行
隊の横田飛行場への移転に関する情
報提供内容等について伺う。
　市長　配備されるグローバル・ホ
ークは３機で今年の夏から移転を開
始。横田飛行場の面積や施設の拡張
はない。騒音の影響は小さい機体で
あり、偵察用に開発された非武装の

　質問　児童・生徒が犯罪に巻き込
まれないようどのような取り組みを
行っているのか。
　教育長　学校に対し生活指導通知
で闇バイトの危険性について児童・
生徒を指導することを明記している。
学校では「GIGAワークブックとう
きょう」を活用した情報モラル教育

　質問　学校において教職員による
児童・生徒への性犯罪、性暴力、わ
いせつ行為等を防止するため、本市
の取り組みを伺う。また、教職員と
生徒とのSNS上の個別のやり取り
についてルールはあるのか。
　教育長　教育委員会では、年間11
回開催する校長会・副校長会等で、

　質問　生活困窮者、外国人への制
度の周知、適正な納付への取り組み
等、これまで以上にきめ細かな収納
対策が求められていると考えるが、
本市の対策を伺う。
　市長　生活が困難な方に対しては、
事情を十分に確認したうえで、分割
納付や猶予制度等に適切に対応し、

　質問　マイナンバーカードの手続
の窓口利用者数や予約制の状況は。
　市長　カードは10年ごと、電子証
明書は５年ごとの更新手続が必要で、
令和９年度には来庁者は更に増える
と想定。本年２月から開始した予約
制が徐々に定着し、約６割が予約の
上来庁されるため待ち時間は短くな

アセットであることから周辺に与え
る影響は大きく変化するものでない
旨、北関東防衛局より説明を受けた。
市では、市民への負担が少しでも軽
減されるよう基地周辺対策に力を入
れていただくことなどを要請した。
令和８年度福生市総合防災訓練につ
いて

を実施しており、福生第三中学校で
は警察官を講師に招いたセーフティ
教室において、SNSの使い方や闇
バイトの危険性を取り扱った。また、
夏季休業中にも生徒や保護者に注意
喚起を行っている。
福生市立学校における防災教育につ
いて

全教職員に対して児童・生徒に対す
る性暴力は絶対にあってはならない
ことを繰り返し指導するよう徹底を
図っている。また、毎年度４月、全
小・中学校の校長は「服務事故防止
研修」を受け、受講後所属校におい
て自ら講師となり、４月、７月、12
月の年３回、教職員の実態を踏まえ

必要に応じて関係機関等に案内して
いる。外国人の方には、多言語にて
制度の周知が図れるよう取り組んで
いる。適正な納付への取り組み等に
ついては、期限内に納付されている
方との公平性を確保する観点から、
早期徴収に努め、徹底した滞納整理
を実施しているほか、外国人の滞納

っている。
　質問　窓口受付時間変更の効果と
今後の窓口運営の考え方を伺う。
　市長　受付時間変更により、これ
まで時間外勤務で対応していた事務
処理の時間が確保され、制度改正へ
の対応、業務改善の検討も行いやす
くなった。今後については、総合窓

　質問　訓練の内容について伺う。
　市長　10月４日の避難所開設運営
訓練では、改良した「アクションカ
ード」や「避難者情報管理システ
ム」を用いて訓練を行う。10月15日
の災害対策本部運営訓練は外部専門
組織に支援を委託し、効果的な訓練
実施と評価に基づく課題改善を行う。

　質問　本市の取り組みを伺う。
　教育長　学校に対し実践的な防災
学習を展開するよう指導し、東京都
作成のデジタル教材「防災ノート～
災害と安全～」等の活用や、各学校
では年間11回以上避難訓練を実施。
様々な場面や時間帯での災害発生を
想定した防災訓練を行っている。

た研修を行い、教職員が当事者意識
を持つよう、繰り返し指導している。
また、教職員の服務に関するガイド
ラインでは「管理職の承認を受ける
ことなくSNS等で児童・生徒と私的
なやり取りを行ってはならない」と
され、違反した場合は懲戒処分の対
象となり得る。

額や人数などのデータを分析し、効
果的な催告や納税啓発等の収納率向
上対策を実施している。また、納付
しやすい環境整備を進めるため、口
座振替やコンビニ納付等の納付方法
別の集計・分析も実施している。今
後も様々なデータを活用し、収納率
向上に取り組んでいく。

口課での試行実施の結果、効率的な
業務遂行や時間外勤務削減などの効
果を検証することができたため、10
月からは対象部署を拡大し、受付時
間変更を本格実施するとともに、オ
ンライン申請や予約制の拡充を加速
し、市民サービスの維持・向上と業
務の効率化の両立に努めていく。

今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は11月上旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のQRコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▶福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

◀議員BOOK

正和会
小林 貢 議員

正和会
森田 哲哉 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

正和会
仲間 正司 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

▲ �マイナンバー手続予
約画面（市公式LINE
アカウントより）
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横田基地日米友好祭における来場者対応について

米軍横田基地について

生活保護制度を含めた生活困窮者対策について

子どもの体力向上について

行政サービスのデジタル化について

　質問　例年、渋滞や生活道路への
車両流入、長い待機列などの問題が
発生しているが、所見を伺う。
　市長　毎回、開催に際し横田基地
に関する東京都と周辺市町連絡協議
会及び市単独で国と米軍へ安全・交
通対策を要請している。市では公共
交通機関利用の周知や無断駐車及び

　質問　重要施設の周辺地域の上空
における小型無人機等の飛行の禁止
に関する法律の改正内容を伺う。
　市長　北関東防衛局から、６月の
国会で法律の一部を改正する法律が
成立し、７月に施行されるとの情報
提供があった。改正内容は対象施設
周辺地域として指定すべき地域の範

　質問　本市の取り組みを伺う。
　市長　生活保護制度を含めた相談
支援を基本に、就労意欲のある方に
は就労支援や住居確保給付金の給付、
就労に不安のある方には就労準備支
援、家計の不安には生活福祉資金を
活用した家計改善支援など、個々の
状況に応じ支援を実施。近年は問題

　質問　文部科学省の令和７年度全
国体力・運動能力、運動習慣等調査
の結果では、小・中学生の体力合計
点は上向き傾向だが、中学校男子を
除きコロナ前の水準に至っていない
とあったが、本市の体力テストの状
況や体力向上策を伺う。
　教育長　令和４年３月に運動習慣

　質問　本市の取り組みを伺う。
　市長　利便性向上と事務効率化を
図るため、LINE公式アカウントを
主要な接点とした情報配信や各種申
請手続の案内、ノーコードツール導
入によりニーズに応じた申請手続の
電子化を進めている。また、マイナ
ポータル連携による本人確認機能の

違法駐輪防止対策を実施。今後も関
係機関等と連携を取りながら、来場
者の安全確保と周辺住民の生活環境
の確保のために取り組んでいく。
頼れる家族のいない高齢者の生活・
終活支援について
　質問　本市の所見を伺う。
　市長　令和８年６月の社会福祉法

囲が対象施設の敷地または区域及び
その周囲おおむね1000メートルに拡
大するなど。また、横田飛行場にお
ける対象施設の区域及び対象施設周
辺地域図などが提供された。
　質問　今回の規制区域拡大により、
市民や市内事業者にどのような影響
と手続が生じると認識しているか。

や課題が複雑化・複合化する傾向に
あり、重層的支援体制整備事業とし
て各分野の相談支援機関と連携した
包括的支援体制を強化している。
子どもの人権を守り、多様性を尊重
する性教育の取組について
　質問　人権教育としての性教育に
ついて認識を伺う。

の確立や体力テストを活用した課題
把握・目標設定を含めた「福生市立
学校の体力向上策（第２次）」を策定。
令和７年度は全国平均と比較し、体
力合計点が前年度を上回り改善が見
られ、中学校では都の平均を上回っ
た。一週間の運動時間が長く、目標
を立てて取り組む児童・生徒は体力

実装や申請ポータルとの連携により
24時間365日の申請が可能となった。
今後はデジタルに不慣れな方にも配
慮し、対象手続を拡大していく。
障がい者の親の高齢化に伴う相談及
び支援について
　質問　相談支援の中核を担う基幹
相談支援センターの役割を伺う。

等の一部改正で実情に応じた包括的
支援体制が拡充され、日常生活自立
支援事業の対象に、身寄りがなく日
常生活に支障がある高齢者等が追加
され、さらに死後の手続等を含む日
常生活支援が所得に応じ無料または
低額での提供が可能となる。引き続
き関係機関と連携し支援に努めたい。

　企画財政部長　新たに対象区域に
含まれた区域では飛行許可・承認手
続等の法的手続に加え、北関東防衛
局や福生警察署への事前相談や届出
などが別途必要になる。市ではホー
ムページで防衛省のリンクを掲載し
ているほか、お問合せには北関東防
衛局の連絡先を伝えている。

　教育長　学校における性教育は、
児童・生徒の人格の完成を目指す「人
間教育」の一環として、人間尊重の
精神に基づき行われる。各学校は、
都教育委員会の「性教育の手引」に
基づき、発達の段階に応じ、生物的・
心理的・社会的側面に加え生命の尊
重からも総合的に指導している。

合計点が高い傾向だが、中学校では
体育の授業を楽しいと回答する割合
が低下傾向で、体力向上には運動の
楽しさや達成感を味わえるよう、学
校生活全般で体育的活動の充実が重
要と考える。本年度が計画の最終年
度のため成果と課題を検証し、第３
次計画の策定を進めていく。

　市長　当センターは、障害者総合
支援法に基づき障害者や家族を総合
的に支援する機関である。本市では、
有資格者のケースワーカーを配置し、
関係機関と連携。適切な障害福祉サ
ービスにつなげるほか、意思表示が
できない場合は成年後見制度を利用
するなど包括的に支援を行っている。

防災について

▲多文化キッズサロン「うぇるかむ」

　質問　避難行動要支援者の個別避
難計画作成について進捗を伺う。
　市長　個別避難計画はこれまで田
園地区を優先地区として作成。本年
度は対象を市内全域へ広げ、避難行
動支援希望者494名に調査票を発送、
併せて関係する支援団体に対し本事
業の概要説明を実施。今後は調査票

の内容確認、避難行動要支援者管理
システムへの登録等を行い、令和９
年１月頃より順次個別避難計画書を
郵送予定。
多文化共生について
　質問　本市の取り組みと外国人住
民用相談窓口設置に係る所見を伺う。
　市長　各窓口での多言語対応や多

文化共生講演会の実施、「やさしい
日本語」を含む10言語での字幕によ
る防災啓発動画の作成、多文化キッ
ズサロン「うぇるかむ」の開設など、
各部署で広く取り組んでいる。相談
窓口の設置については、取り組みの
現状と課題を整理し、市全体で多文
化共生に係る体制を考えていく。

公明党
川﨑 善友 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

日本共産党
伊藤 広美 議員

正和会
清水 義朋 議員

公明党
原田 剛 議員
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若年層・子育て世代の住まいの確保の支援について

ジュニア社会教育士について

平和学習広島派遣事業について

市内の公園の環境整備について

包括的性教育の普及啓発について

▲ジュニア社会教育士養成講座の様子

▲平和記念公園を訪問し平和について学ぶ生徒たち

▲「あなたとわたし 67号」の表紙

　質問　子どもたちが早い段階から
社会教育やまちづくりへの理解を深
め、地域活動の担い手として成長す
る機会を提供する「ジュニア社会教
育士養成講座」は、本市独自の取り
組みとして、先進的で時宜を得たも
のと考える。本講座の成果と課題、
今後の発展に向けた所見を伺う。

　質問　本市では、現在20〜40代の
転入超過が続いている。これまでの
子育て世代の定住化促進に向けた取
り組みは、新築住宅取得や空き家除
却が主であったが、民間住宅ストッ
クを安価に提供するアフォーダブル
住宅等の政策も必要と考える。都内
他自治体での家賃補助、住宅ストッ

　質問　平和学習広島派遣事業の現
時点の成果と今後の展望を伺う。
　市長　市内の忠霊塔や郷土資料室
を訪れるなど、自分たちが暮らす地
域の歴史に触れた事前学習と広島で
の学びを重ねながら、中学生が平和
について自分自身の問題として深く
向き合えたことが大きな成果と考え

　質問　公園のトイレが汚れていて
使えないという声があるが、本市の
公園トイレの管理状況を伺う。
　市長　トイレを含めた公園の適正
な維持管理は重要な課題であると認
識している。本市が管理する76公園
のうち、トイレが設置されている公
園は61公園あり、トイレの清掃やト

　質問　令和６年度、本市の男女共
同参画情報誌「あなたとわたし」で包
括的性教育が取り上げられた。人権
を尊重することを前提として性につ
いて広く学ぶ包括的性教育は、2009
年にユネスコが発表した国際セクシ
ュアリティ教育ガイダンスに沿った
国際基準の性教育である。子どもが

　教育長　ジュニア社会教育士養成
講座は、約７か月にわたり社会教育
士の役割を理解し公民館主催講座に
企画委員として参加、市民向け講座
の立案を行う。令和６年度の開始か
らこれまで25名にジュニア社会教育
士の称号を授与してきた。成果とし
て、公民館活動に児童・生徒が参加

ク活用の先進事例を踏まえ、本市の
民間賃貸住宅の空き室状況と、アフ
ォーダブル住宅の取り組み、先進事
例への所見を伺う。
　市長　空き室状況調査は行ってい
ないが、令和５年の国の調査では賃
貸住宅空室率は約15％と推計される。
都が推進するアフォーダブル住宅が

る。今後の展望として、平和への思
いを自分たちの言葉や表現によって
伝えていくことができる、より効果
的な学習の場となるよう成果と課題
を検証し、事業の拡充を図っていく。
町会・自治会について
　質問　本市の町会・自治会は現在
加入率が30％を切っているが、そ

イレットペーパーの補充などについ
ては、使用頻度等を考慮して公園ご
とに回数を決め、福生市シルバー人
材センター等に委託して行っている。
中央体育館について
　質問　今年度の中央体育館の整備
計画について伺う。
　教育長　中央体育館は、建築後53

自分と他者を大切にし、健全な人間
関係を築き、幸せに生きていくため
の教育として学校教育で行われるこ
とが望ましく、これまで学ぶ機会の
なかった大人にも広く浸透させてい
く必要があると考えるが、普及啓発
の必要性について所見を伺う。
　市長　包括的性教育は、人間関係

する仕組みができ、講座終了後も６
名が主体的に公民館事業に携わって
いる。課題は、職員が手探りで企画、
実施してきた内容を踏まえ基本的な
カリキュラムを作成することである。
今後も子どもたちが地域の一員とし
ての自覚を育み将来を担う人材とな
るよう本事業を継続、実施していく。

市内に確保された際は周知を行うが、
市営住宅にも空室があるため本市独
自の取組予定はない。他自治体の先
進事例は住まいの福祉施策と認識。
住まいに困窮する方から相談を受け
た場合は、公的賃貸住宅の案内やセ
ーフティネット住宅などの情報提供
を行っている。

の状況について本市の認識を伺う。
　市長　まちのにぎわいの創出や環
境美化だけでなく、地域の防災や防
犯にも影響を与えるものと認識して
いる。町会・自治会は市民主体のま
ちづくりを進める上で欠かせないた
め、今後も各団体の自主性を尊重し
ながら適切な支援に努めたい。

年が経過し老朽化が進んでいるが、
福生市個別施設計画に基づき、予防
保全等を実施し、安全・安心な施設
運営に努めてきた。令和８年度から
９年度にかけて、空調の設置やバリ
アフリー化などの機能強化を図り、
一層、安全・安心な施設へと整備す
るため、大規模改修工事を実施する。

やジェンダー平等など幅広いテーマ
を含み、自分で望んだ選択をするた
め正しい知識やスキルを身に付ける
ことを目的とする。誤った情報にさ
らされる現代において、子どもに寄
り添う大人も正しい知識を持つ必要
がある。今後もセミナーや情報誌を
活用し普及啓発に努める。

ご利用ください  市議会インターネット中継

◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像
◆利用方法　�福生市公式ホームページ 「福生◆利用方法　�福生市公式ホームページ 「福生

市議会」よりアクセス市議会」よりアクセス

福生市議会
インターネッ
ト中継

　パソコンのほか、スマートフォン、タブレット　パソコンのほか、スマートフォン、タブレット
端末でも視聴できます。端末でも視聴できます。
　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見
られ、より身近に議会を感じていただけます。られ、より身近に議会を感じていただけます。
ぜひご利用ください。ぜひご利用ください。

 福生市議会の個人情報の保護に関
する条例第53条の規定により次のとおり
公表します。
制度の詳細はＱＲコードから

ご覧いただけます。
▼�個人情報ファイル簿等の件数
区分 個人情報

ファイル簿
個人情報目的
外利用登録簿

個人情報外部
提供登録簿

件数 ４ ０ ０

▼�保有個人情報の開示請求等、個人
情報保護審査会の状況
保有個人情報の開示請求、訂正請求、
利用停止請求はありませんでした。
また、福生市議会の個人情報の保護
に関する条例第47条（審査会への諮
問）及び第52条（審査会への審議に関
する諮問）に該当する事案はありませ
んでした。

令和７年度個人情報保護制度運用状況令和７年度個人情報保護制度運用状況

公明党
青木 健 議員

日本維新の会
西尾 壽々斗 議員

正和会
武藤 政義 議員

スポーツ・文化を通じて人づくりと街づくりの会
幡垣 正生 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員
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令
和
７
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

　
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
諸
表
な
ど
を
活
用

し
た
一
般
会
計
決
算
を
４
日
間
集
中
審
査

　
一
般
会
計
決
算
は
、
16
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
決
算
は
市
民
厚
生
委
員
会
、
企
業
会
計
方

式
の
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
建
設
環
境
委
員
会
で
審
査
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

修
繕
料
で
は
備
蓄
の
リ
フ
ィ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
や
防
災
行
政

無
線
固
定
系
の
基
地
局
、
自

主
防
災
倉
庫
等
市
内
倉
庫
の

床
や
扉
等
の
修
繕
を
行
っ
た
。

　
市
税
の
収
納
率
増
の
要

因
は
何
か
。

　

収
納
率
増
の
要
因
は
、

差
押
え
や
捜
索
と
い
っ
た
滞

納
整
理
業
務
を
積
極
的
に
実

施
し
、
滞
納
者
に
誠
実
に
向

き
合
っ
て
納
税
交
渉
を
行
う

な
ど
、
収
納
課
の
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ

日
々
の
積
み
重
ね
が
成
果
と

し
て
表
れ
た
。
令
和
６
年
度

導
入
の
財
産
調
査
シ
ス
テ
ム

の
活
用
も
軌
道
に
乗
り
、
令

和
７
年
度
は
、
年
間
で
２
万

件
を
超
え
る
調
査
を
実
施
で

き
た
こ
と
に
よ
る
早
期
差
押

え
の
実
施
も
収
納
率
増
の
一

因
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
動
画
の
再
生
数
や
成
果

の
受
け
止
め
を
伺
う
。

　
動
画
は
災
害
発
生
時
の

行
動
や
避
難
の
情
報
な
ど
を

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
含
む

10
言
語
の
字
幕
で
作
成
し
、

再
生
数
は
令
和
８
年
９
月
７

日
現
在
、
合
計
で
５
０
７
件
。

配
信
開
始
か
ら
約
５
か
月
間

で
市
内
に
お
け
る
外
国
人
住

民
の
約
１
割
の
人
数
に
相
当

す
る
再
生
件
数
で
、
外
国
人

　
主
な
内
容
を
伺
う
。

　
決
算
規
模
は
令
和
６
年

度
の
都
市
施
設
整
備
基
金
等

３
基
金
を
統
合
し
た
影
響
で

歳
入
歳
出
と
も
に
大
幅
な
減
。

歳
入
は
３
２
７
億
５
４
０
０

万
円
で
前
年
度
比
15
・
３
％

の
減
。
歳
出
は
３
１
１
億
４

０
０
万
円
で
前
年
度
比
16
・

４
％
の
減
。
な
お
、
基
金
の

統
合
の
影
響
額
約
68
億
円
を

除
く
と
、
歳
入
歳
出
と
も
に

増
で
、
歳
入
は
市
民
税
や
デ

ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補
助

金
の
増
、
歳
出
は
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化

事
務
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

　
実
施
状
況
を
伺
う
。

　
公
共
施
設
グ
ル
ー
プ
に

て
執
行
し
た
令
和
７
年
度
の

修
繕
は
公
共
施
設
全
体
で
78

件
。

住
民
向
け
の
防
災
の
周
知
啓

発
と
し
て
、
一
定
の
成
果
が

得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
外
国
人
住
民
向
け
防

災
講
習
会
な
ど
で
、
動
画
の

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　

接
種
者
数
の
内
訳
と
、

接
種
率
を
伺
う
。

　
令
和
７
年
度
よ
り
開
始

し
た
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
事
業
の
接
種
実
施

者
は
７
７
５
人
、
内
訳
は
、

１
回
で
接
種
完
了
の
生
ワ
ク

チ
ン
接
種
者
が
２
４
４
人
、

２
回
接
種
が
必
要
な
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
で
、
接
種
完
了
が

５
０
４
人
、
１
回
の
み
完
了

が
27
人
で
あ
る
。
令
和
７
年

度
接
種
完
了
者
に
お
け
る
接

種
率
は
22
・
１
％
で
あ
っ
た
。

　
委
託
の
内
容
を
伺
う
。

　
本
事
業
の
委
託
内
容
は
、

65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の

方
や
高
齢
者
世
帯
を
２
名
の

相
談
員
が
訪
問
す
る
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
見
守
り
支
援
で
、

要
支
援
者
が
い
た
場
合
は
情

報
収
集
や
生
活
実
態
の
把
握

を
行
っ
て
、
将
来
に
不
安
が

あ
る
高
齢
者
の
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
対
応

困
難
な
事
例
や
介
護
保
険
の

申
請
が
必
要
な
場
合
は
早
期

に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
る
よ
う
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
に
引
き
継
い
で
い
る
。

　
導
入
の
目
的
及
び
実
績

を
伺
う
。

　
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス

ク
リ
ー
ナ
ー
は
数
秒
で
目
の

屈
折
異
常
な
ど
の
リ
ス
ク
を

測
定
で
き
る
機
器
で
、
子
ど

も
の
負
担
が
軽
減
で
き
る
こ

と
か
ら
令
和
７
年
７
月
以
降

の
３
歳
児
健
診
か
ら
導
入
。

受
診
者
数
の
６
・
３
％
に
当

た
る
15
件
の
異
常
を
判
定
し

た
ほ
か
、
令
和
６
年
度
で
は

検
査
を
嫌
が
っ
た
り
指
示
が

理
解
で
き
な
い
な
ど
、
十
分

な
検
査
を
実
施
で
き
な
か
っ

た
子
ど
も
が
い
た
が
、
導
入

後
は
全
員
の
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
助
成
の
基
準
と
実
績
を

伺
う
。

　

令
和
７
年
度
実
績
は
、

戸
建
て
住
宅
が
８
棟
分
で
２

４
０
万
円
、
共
同
住
宅
が
５

棟
分
で
３
６
４
万
１
千
円
。

助
成
金
額
の
基
準
は
上
限
額

を
戸
建
て
住
宅
30
万
円
、
共

同
住
宅
１
０
０
万
円
と
し
、

助
成
対
象
は
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
い

わ
ゆ
る
旧
耐
震
基
準
の
建
物

で
、
１
年
以
上
居
住
の
用
に

供
し
て
い
な
い
空
き
家
住
宅

及
び
門
や
塀
な
ど
構
造
物
の

除
却
工
事
費
用
の
２
分
の
１

ま
た
は
上
限
額
の
低
い
ほ
う

の
金
額
と
し
て
い
る
。

　
主
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
令
和
７
年
度
は
「
福
生

版
幼
保
小
連
携
推
進
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
活
用
、
保
育
者

と
小
学
校
教
員
の
相
互
参
観
、

日
常
的
な
情
報
共
有
を
柱
と

し
、
幼
保
小
連
携
推
進
通
信

「
か
け
は
し
」
を
年
４
回
発

行
す
る
と
と
も
に
、
学
校
の

予
定
や
児
童
の
安
全
確
保
、

感
染
症
に
よ
る
臨
時
休
業
等

を
幼
稚
園
、
保
育
園
等
へ
日

常
的
に
情
報
提
供
し
た
ほ
か
、

２
月
の
連
携
推
進
委
員
会
で

は
幼
児
教
育
の
有
識
者
を
講

師
に
市
内
17
園
の
保
育
者
と

全
小
学
校
の
担
当
教
員
に
よ

る
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　

都
教
育
委
員
会
が
作

成
し
た
指
導
計
画
と
実
施
内

容
を
伺
う
。

　

令
和
７
年
度
は
「
学
び

の
プ
ロ
セ
ス
を
自
ら
決
定
す

る
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
、
都

教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
指

導
計
画
に
基
づ
き
、
実
践
研

究
を
行
っ
た
。
福
生
第
七
小

学
校
で
は
第
２
学
年
生
活
科

「
め
ざ
せ
虫
博
士
」
で
、
虫
の

紹
介
動
画
の
作
成
な
ど
で
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
を
活
用
し
た
。
福
生

第
二
中
学
校
で
は
第
１
学
年

国
語
科
で
生
徒
が
書
い
た
エ

ッ
セ
イ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
共

有
、
他
者
と
の
意
見
交
換
を

通
じ
推
敲
を
行
っ
た
。

　
内
容
は
建
物
所
管
課
か
ら

の
修
繕
依
頼
に
よ
る
も
の
や

法
定
点
検
等
の
指
摘
事
項
是

正
の
た
め
の
修
繕
で
、
漏
水

等
の
給
排
水
設
備
関
係
22
件
、

照
明
等
電
気
設
備
関
係
20
件
、

空
調
関
係
18
件
、
建
具
等
の

建
築
関
係
16
件
、
消
防
設
備

関
係
２
件
で
あ
る
。
法
定
点

検
の
指
摘
事
項
等
、
早
急
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

は
令
和
７
年
度
内
に
修
繕
を

完
了
し
た
。

　
例
年
と
違
う
購
入
物
品

及
び
修
繕
料
の
内
訳
を
伺
う
。

　
主
な
購
入
品
で
例
年
と

異
な
る
も
の
は
災
害
時
用
保

健
対
策
物
品
で
、
災
害
発
生

時
に
保
健
師
が
各
避
難
所
を

巡
回
す
る
際
に
使
用
す
る
血

圧
計
や
体
温
計
等
。
備
品
購

入
費
で
は
防
災
行
政
無
線
固

定
系
蓄
電
池
10
か
所
分
20
個
、

防
災
行
政
無
線
移
動
系
携
帯

局
蓄
電
池
27
個
、
防
災
行
政

無
線
移
動
系
司
令
卓
パ
ソ
コ

ン
用
Ｕ
Ｐ
Ｓ
バ
ッ
テ
リ
ー
。

高
齢
者
見
守
り
相
談
事
業

の
委
託
料
に
つ
い
て

ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン

ス
ク
リ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

収
納
率
の
向
上
に
つ
い
て

空
き
家
住
宅
除
去

助
成
金
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
決
算
の
特
徴

点
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
の
公
共
施
設

の
修
繕
状
況
に
つ
い
て

外
国
人
防
災
啓
発
動
画
に

つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

幼
保
小
中
連
携
事
業

に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ
れ

か
ら
の
学
び
事
業
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
に
つ
い
て

▲令和7年度一般会計決算を起立多数で認定

令和7年度　会計別決算額
会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）

一 般 会 計 32,754,440,633 31,104,423,570 1,650,017,063

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 6,613,179,242 6,253,281,263 359,897,979

介護保険特別会計 5,499,631,597 5,210,054,441 289,577,156

後期高齢者医療特別会計 1,672,692,339 1,646,335,523 26,356,816

総 合 計 46,539,943,811 44,214,094,797 2,325,849,014

下水道事業会計
収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 支 1,615,846,608 1,319,335,461

資 本 的 収 支 615,358,688 1,150,375,581

（単位：円）

（単位：円）
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金
２
億
１
１
６
９
万
円
及
び

前
年
度
繰
越
金
13
億
３
８
８

０
万
７
千
円
。

　

主
な
歳
出
は
、社
会
福
祉

費
４
４
５
万
６
千
円
、児
童

福
祉
費
７
３
２
２
万
４
千
円
、

生
活
保
護
費
１
億
８
４
６
万

７
千
円
、保
健
衛
生
費
１
４

３
万
７
千
円
が
令
和
７
年
度

精
算
に
よ
り
生
じ
た
国
及
び

都
へ
の
返
還
金
等
。そ
の
ほ
か

都
市
計
画
費
５
４
８
２
万
円
、

教
育
総
務
費
１
２
０
万
円
、

公
債
費
４
２
３
万
１
千
円
の

減
、基
金
費
12
億
５
千
万
円
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

　
保
険
料
軽
減
の
対
象
年
齢

拡
大
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
良

や
令
和
７
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算

に
伴
う
繰
越
金
、保
険
給
付

費
等
交
付
金
の
精
算
等
の
実

施
に
当
た
り
、歳
入
歳
出
予

算
に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
６
０
２
５

万
９
千
円
を
追
加
し
、歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
69
億
３

０
５
０
万
７
千
円
と
す
る
も

の
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
令
和
７
年
度
の
介
護
給
付

費
等
の
確
定
に
伴
い
、介
護
保

険
料
、国
庫
支
出
金
、支
払
基

金
交
付
金
、都
支
出
金
及
び一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
精

算
の
た
め
、歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
87
万
２
千
円
を
追
加
、

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

60
億
３
２
０
０
万
９
千
円
と

す
る
も
の
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
全
国
特
別
重
点
調
査
の
結

果
に
伴
う
下
水
道
施
設
の
修

繕
事
業
及
び
多
摩
川
第
７
排

水
区
管
渠
更
生
事
業
の
事
業

量
の
増
加
に
伴
う
工
事
請
負

費
の
増
額
等
の
２
事
業
を
進

め
る
に
当
た
り
、下
水
道
事
業

収
益
を
16
億
３
２
９
８
万
９

千
円
、下
水
道
事
業
費
用
を

15
億
３
９
６
０
万
３
千
円
、資

本
的
収
入
を
14
億
９
４
５
５

万
９
千
円
、資
本
的
支
出
を

23
億
５
５
８
万
９
千
円
と
す

る
も
の
。ま
た
、下
水
道
施
設

修
繕
費
の
財
源
と
し
て
企
業

債
１
６
７
０
万
円
を
借
り
入

れ
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、当
初
予
算

に
補
正
９
回
を
加
え
３
２
７

億
７
８
４
万
９
千
円
。歳
入

決
算
は
３
２
７
億
５
４
４
４

万
６
３
３
円
、前
年
度
比
15・

３
％
の
減
。歳
出
決
算
は
３
１

１
億
４
４
２
万
３
５
７
０
円
、

16・４
％
の
減
。歳
入
歳
出
差

引
残
額
は
16
億
５
０
０
１
万

７
０
６
３
円
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
69
億
５

８
７
３
万
２
千
円
。歳
入
決

算
は
66
億
１
３
１
７
万
９
２

４
２
円
、前
年
度
比
１・５
％

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の一部
改
正
に
伴

い
、寄
附
金
税
額
控
除
、固
定

資
産
税
の
免
税
点
等
に
関
す

る
規
定
を
整
備
す
る
ほ
か
、特

定
暗
号
資
産
に
係
る
課
税
の

特
例
等
に
関
す
る
規
定
を
定

め
る
た
め
、条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

●
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の一部
改
正
に
伴

い
、改
修
特
別
特
定
建
築
物

に
係
る
課
税
の
特
例
の
割
合

を
定
め
る
と
と
も
に
、引
用
す

る
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
で
は
、普
通
交
付
税

の
減
額
及
び
前
年
度
繰
越
金

な
ど
の
増
額
、歳
出
で
は
、保

育
所・幼
稚
園
等
物
価
高
騰

対
策
補
助
金
の
増
額
や
、せ
せ

ら
ぎ
遊
歩
道
公
園
の
の
り
面

対
策
の
ほ
か
、令
和
７
年
度
の

精
算
に
伴
う
国
庫
補
助
金
等

の
返
還
に
当
た
り
、歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
14
億
９
２
２
２
万

６
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
３
２
６
億

５
５
０
８
万
６
千
円
と
す
る

も
の
。

　

主
な
歳
入
は
、普
通
交
付

税
額
の
確
定
に
伴
う
地
方
交

付
税
７
５
２
６
万
５
千
円
の

減
の
ほ
か
、都
補
助
金
１
６
９

９
万
４
千
円
、令
和
７
年
度

決
算
に
伴
う
特
別
会
計
繰
入

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）

の
減
。歳
出
決
算
は
62
億
５
３

２
８
万
１
２
６
３
円
、前
年
度

比
１・９
％
の
減
。歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
３
億
５
９
８
９

万
７
９
７
９
円
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
59
億
１

７
８
８
万
円
。歳
入
決
算
は

54
億
９
９
６
３
万
１
５
９
７

円
、前
年
度
比
２・３
％
の
増
。

歳
出
決
算
は
52
億
１
０
０
５

万
４
４
４
１
円
、前
年
度
比

２・７
％
の
増
。歳
入
歳
出
差

引
残
額
は
２
億
８
９
５
７
万

７
１
５
６
円
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、当
初
予
算

に
補
正
２
回
を
加
え
16
億
７

５
３
８
万
５
千
円
。歳
入
決

算
は
16
億
７
２
６
９
万
２
３

３
９
円
、前
年
度
比
７・２
％

の
増
。歳
出
決
算
は
16
億
４
６

３
３
万
５
５
２
３
円
、前
年
度

比
７・１
％
の
増
。歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
２
６
３
５
万
６

８
１
６
円
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

収
入
決
算
は
16
億
１
５
８
４

万
７
千
円
で
前
年
度
比
３・４

％
の
減
。支
出
決
算
は
13
億
１

９
３
３
万
５
千
円
で
前
年
度

比
１・８
％
の
増
。資
本
的
収

入
及
び
支
出
の
収
入
決
算
は

６
億
１
５
３
５
万
９
千
円
で

前
年
度
比
２・８
％
の
増
、支

出
決
算
は
11
億
５
０
３
７
万

６
千
円
で
前
年
度
比
12・８
％

の
増
。

●
福
生
市
児
童
館
等
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　
指
定
期
間
終
了
後
も
引
き

続
き
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

●
福
生
野
球
場
人
工
芝
改
修

工
事
請
負
契
約

　

同
施
設
の
人
工
芝
の
改
修

等
の
工
事
を
発
注
す
る
に
当

た
り
、予
定
価
格
が
１
億
５

千
万
円
以
上
と
な
る
こ
と
か

ら
、条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
同
意
を
得
る
も
の
。

●
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
10
月
以
降
１
名

が
欠
員
と
な
っ
て
い
た
が
、新

た
に
髙
山
雅
代
氏
を
教
育
委

員
会
委
員
と
し
て
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

●
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
任
期
満
了
と
な
る
加
藤
眞

司
委
員
を
引
き
続
き
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

も
の
。

●
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

野
島
憲一委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、新
た
に
芝
﨑
勇
介

氏
を
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
す
る
も
の
。

●
福
生
よ
い
と
こ
議
会
基
本

条
例

　
市
民
福
祉
の
向
上
及
び
民

主
的
な
市
政
の
発
展
を
図
る

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） 録画映像をご覧いただけます

令
和
８
年
第
３
回
定
例
会

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 生活者
ネットワーク 立憲民主党 日本維新の会 スポーツ・

文化の会※ 議決結果
市　長　提　出　議　案
議 案 第 3 6 号 福生市税賦課徴収条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議 案 第 3 7 号 福生市都市計画税条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議 案 第 3 8 号 令和８年度福生市一般会計補正予算（第４号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議 案 第 3 9 号 令和８年度福生市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議 案 第 4 0 号 令和８年度福生市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議 案 第 4 1 号 令和８年度福生市下水道事業会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議 案 第 4 2 号 令和７年度福生市一般会計決算認定について ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議 案 第 4 3 号 令和７年度福生市国民健康保険特別会計決算認定について ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議 案 第 4 4 号 令和７年度福生市介護保険特別会計決算認定について ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議 案 第 4 5 号 令和７年度福生市後期高齢者医療特別会計決算認定について ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議 案 第 4 6 号 令和７年度福生市下水道事業会計決算認定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議 案 第 4 7 号 福生市児童館等施設の指定管理者の指定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議 案 第 4 8 号 福生野球場人工芝改修工事請負契約 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議 案 第 4 9 号 福生市教育委員会委員の任命について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議 案 第 5 0 号 福生市固定資産評価審査委員会委員の選任について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議 案 第 5 1 号 福生市固定資産評価審査委員会委員の選任について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
委　員　会　提　出　議　案

委員会提出議案第２号 福生よいとこ議会基本条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
委員会提出議案第３号 福生市議会会議規則の一部を改正する規則 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議　員　提　出　議　案

議員提出議案第４号 憲法第99条に定める憲法尊重擁護義務の厳守を国に求める意見書 × × ○○ ○○ ○○ × ○○ 否決

※スポーツ・文化を通じて人づくりと街づくりの会
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●�

令
和
７
年
度
福
生
市
一
般
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対

　

令
和
６
年
度
決
算
は
学
校
給
食
費

無
償
化
が
実
現
し
賛
成
し
た
が
、
７

年
度
決
算
に
は
義
務
教
育
の
保
護
者

負
担
ゼ
ロ
へ
進
む
新
た
な
一
歩
が
な

か
っ
た
。
財
政
調
整
基
金
な
ど
各
基

金
に
は
積
み
増
し
す
る
一
方
で
、
今

の
市
民
生
活
を
支
え
る
施
策
を
後
回

し
に
し
て
お
り
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

実
質
収
支
額
は
、
市
税
の
増
収
に

よ
り
１
２
０
０
万
円
の
単
年
度
黒
字

と
な
っ
た
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

国
や
東
京
都
か
ら
の
支
出
金
を
積
極

的
に
活
用
し
、
市
民
の
安
心
・
安
全

と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
各
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
財

政
の
健
全
化
へ
の
一
層
の
努
力
を
期

待
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

財
産
調
査
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
に

よ
る
収
納
率
の
向
上
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
環
境

負
荷
低
減
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の
生

成
Ａ
Ｉ
導
入
な
ど
行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

英
語
教
育
の
充
実
で
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
平
均

ス
コ
ア
が
全
国
平
均
を
上
回
る
な
ど
、

行
政
改
革
や
教
育
施
策
の
確
か
な
前

進
が
認
め
ら
れ
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

福
生
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
の
表
明
後
、
猛
暑
の
中
電
気
使
用

量
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削

減
で
き
た
の
は
大
き
な
成
果
。
ま
た
、

福
生
市
こ
ど
も
計
画
ス
タ
ー
ト
の
年

に
こ
ど
も
食
堂
運
営
補
助
金
や
多
文

化
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
の
設
置
な
ど
、
子

供
の
居
場
所
づ
く
り
に
注
力
さ
れ
た

こ
と
も
評
価
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

都
の
施
策
で
第
１
子
の
保
育
料
が

無
償
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
余
力
で

子
供
の
医
療
費
助
成
の
一
部
負
担
を

廃
止
し
た
こ
と
や
、
市
と
事
業
者
双

方
に
利
点
が
あ
る
電
子
契
約
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
な
ど
、
業
務
を
効
率
化
し
、

知
恵
を
持
っ
て
各
事
業
に
予
算
を
振

り
分
け
た
取
り
組
み
を
評
価
し
、
本

決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

武
蔵
野
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
般
の
計
画
的

な
更
新
、
文
化
活
動
で
は
公
民
館
サ
ー

ク
ル
や
市
民
活
動
団
体
等
と
の
協
働

事
業
の
実
施
、
そ
の
他
、
Ｄ
Ｘ
の
推

進
や
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ
の
機

能
強
化
な
ど
、
細
部
に
わ
た
っ
て
行

き
届
い
て
い
た
１
年
で
あ
り
、
本
決

算
に
賛
成
す
る
。

●�

憲
法
第
99
条
に
定
め
る
憲
法
尊
重

擁
護
義
務
の
厳
守
を
国
に
求
め
る

意
見
書

■
反
対

　

憲
法
第
99
条
の
義
務
と
は
現
に
効

力
を
有
す
る
憲
法
の
遵
守
で
あ
り
、
改

正
の
主
張
や
議
論
を
禁
ず
る
も
の
で

は
な
い
。
憲
法
改
正
は
最
終
的
に
は

国
民
投
票
に
よ
り
主
権
者
で
あ
る
国

民
が
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
入
り
口

を
閉
ざ
さ
ず
国
民
全
体
で
真
剣
に
議

論
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
本
意

見
書
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

憲
法
前
文
は
再
び
戦
争
の
惨
禍
を

起
こ
さ
な
い
と
決
意
を
掲
げ
、
第
99

条
は
こ
れ
を
現
実
の
政
治
で
守
る
義

務
を
課
し
て
い
る
。
発
議
権
を
持
た

な
い
内
閣
が
行
政
権
を
背
景
に
改
憲

を
掲
げ
る
こ
と
は
立
憲
主
義
の
点
か

ら
問
題
だ
。
平
和
な
外
交
と
対
話
を
進

め
る
政
治
へ
の
転
換
が
必
要
で
、
本

意
見
書
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
に
対
し
て
も

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

令
和
７
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●�

令
和
７
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●�

令
和
７
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●�

石
綿
暴
露
防
止
体
制
強
化
を
求
め

る
陳
情
書

５
７
８
万
８
６
５
９
円
の
積

み
立
て
を
行
う
一
方
で
、
１

億
９
千
万
円
の
取
り
崩
し
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
８
年
度
末
の
基
金
残
高

は
８
億
４
２
４
７
万
１
２
７

６
円
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　
特
定
健
康
診
査
事
業
の

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

　
受
診
率
向
上
の
取
り
組

み
と
し
て
、
勧
奨
通
知
を
４

種
類
作
成
。
通
常
の
勧
奨
通

知
に
加
え
、
血
圧
、
脂
質
、

血
糖
と
、
そ
の
方
の
前
年
度

の
健
診
結
果
に
合
わ
せ
て
色

み
や
内
容
を
分
け
、
数
値
の

改
善
方
法
や
放
置
し
た
場
合

の
リ
ス
ク
等
を
記
載
し
、
継

続
的
な
受
診
勧
奨
に
加
え
、

数
値
の
改
善
に
も
役
立
て
ら

れ
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
令

和
７
年
度
は
健
診
期
間
を
半

月
間
前
倒
し
で
実
施
し
、
受

診
率
は
46
％
に
向
上
し
た
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
認
知
症
総
合
支
援
事
業

の「
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
伺

う
。

　

令
和
７
年
度
に
新
た
に

実
施
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
み
ん

な
で
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
を
共
有
を
し
、
認
知
症

啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で

あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を
楽

費
の
自
己
負
担
分
、
３
割
負

担
分
も
助
成
対
象
と
す
る
と

と
も
に
、
助
成
の
上
限
額
を

５
万
円
か
ら
10
万
円
に
増
額

す
る
。
な
お
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
、
都
内
26
市
で
最
高

額
と
な
る
と
と
も
に
、
23
区

含
め
都
内
全
体
で
も
上
位
の

助
成
額
に
な
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
保
険
料
軽
減
の
対
象
年

齢
拡
大
へ
の
対
応
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
良
の
詳
細
を
伺

う
。

　
未
就
学
児
に
対
し
て
行

っ
て
い
る
保
険
料
均
等
割
の

５
割
軽
減
に
つ
い
て
、
令
和

８
年
５
月
に
成
立
し
た
健
康

保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
、
令
和
９
年
４

月
か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
対

象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
る
た
め
、

保
険
税
の
算
定
を
行
う
シ
ス

テ
ム
の
改
修
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

令
和
８
年
度
の
介
護
給

付
費
準
備
基
金
の
総
額
に
つ

い
て
伺
う
。

　

令
和
８
年
度
は
令
和

７
年
度
の
決
算
余
剰
金
及
び

定
期
預
金
利
息
分
の
１
億
８

円
を
借
り
入
れ
る
と
あ
る
が
、

予
定
利
率
と
償
還
を
予
定
す

る
期
間
に
つ
い
て
伺
う
。

　
予
定
利
率
は
、
現
時
点

で
は
決
ま
っ
て
な
い
。
償
還

を
予
定
す
る
期
間
は
10
年
の

借
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　
市
は
現
在
の
下
水
道
事

業
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

　

各
種
経
営
指
標
や
約

２
億
７
３
８
０
万
円
の
純
利

益
が
示
す
通
り
、
全
体
と
し

て
良
好
か
つ
安
定
的
な
経
営

が
で
き
て
い
る
も
の
と
評
価

し
て
い
る
。

　
９
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
７
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分)

　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

金
（
対
象
拡
大
分
）
の
詳
細

を
伺
う
。

　

令
和
８
年
４
月
１
日
以

降
に
保
険
適
用
の
特
定
不
妊

治
療
を
開
始
し
た
方
を
対
象

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
助
成
し

て
い
た
先
進
医
療
分
に
加
え

て
、
保
険
適
用
と
な
る
治
療

　
９
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分)

　
せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道
公
園

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
今
回

の
工
事
に
よ
り
、
の
り
面
の

安
全
性
が
高
ま
る
と
い
う
認

識
で
良
い
か
伺
う
。

　
令
和
７
年
度
に
応
急
対

策
工
事
を
実
施
し
た
が
、
今

回
は
長
期
的
に
の
り
面
を
安

定
さ
せ
る
工
事
を
実
施
す
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
安
全
性
が

高
ま
る
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

　

下
水
道
施
設
修
繕
費

２
０
８
３
万
円
の
特
定
財
源

と
し
て
企
業
債
１
６
７
０
万

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

▲のり面工事後の様子

討　
論

討　
論

た
め
、議
会
及
び
議
員
の
活

動
原
則
そ
の
他
の
議
会
に
お

け
る
基
本
事
項
を
定
め
る
条

例
を
新
た
に
制
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
生
よ
い
と
こ
議
会
基
本

条
例
の
制
定
に
伴
い
、反
問
、

委
員
間
討
議
及
び
広
報
広
聴

委
員
会
に
関
す
る
規
定
を
定

め
る
と
と
も
に
、規
定
を
整
理

す
る
た
め
、規
則
を
改
正
す
る

も
の
。

　
結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
石
綿
暴
露
防
止
体
制
強
化
を
求
め
る
陳
情

書（
８
‐
９
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
事
前
調
査
、
除
去
及
び
飛
散
防
止
に
つ
い

て
は
、
国
及
び
東
京
都
の
関
係
法
令
等
に
基

づ
く
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
の

対
策
に
つ
い
て
も
、
国
、
東
京
都
及
び
そ
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
す
る
体
制
が
構

築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
独
自
の
新
た
な
制

度
や
体
制
を
設
け
る
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
憲
法
第
99
条
に
定
め
る
憲
法
尊
重
擁
護
義

務
の
厳
守
を
国
に
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書（
８
‐
10
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
憲
法
改
正
の
議
論
は
、
憲
法
第
96
条
に
基

づ
き
、
国
会
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
総

理
大
臣
及
び
内
閣
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
の
内
閣
及
び
現
内
閣

で
も
し
っ
か
り
と
守
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
は
守
ら
れ
て
い

る
と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難

い
。

陳
　
情

陳
　
情
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編

集

後

記

今
年
は
線
状
降
水
帯
に
よ

る
記
録
的
な
豪
雨
や
台
風
等

に
よ
り
、
各
地
で
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
3
回
定
例
会
で
は
、
令

和
７
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
決
算
の
審
査
が
行
わ

れ
、
予
算
が
適
正
か
つ
効
率

的
に
執
行
さ
れ
た
か
、
ま
た
、

各
事
業
の
成
果
と
課
題
を
確

認
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
物
価
高
騰
や
社

会
保
障
費
の
増
加
、
公
共
施

設
の
老
朽
化
な
ど
、
今
後
も

財
政
需
要
が
増
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
、
事
業
の
必
要
性

や
効
果
を
不
断
に
検
証
し
、

将
来
世
代
へ
の
負
担
に
も
配

慮
し
た
財
政
運
営
が
行
わ
れ

る
よ
う
議
会
と
し
て
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
定
例
会
で
は
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く

り
を
進
め
る
た
め「
福
生
よ

い
と
こ
議
会
基
本
条
例
」を

制
定
し
、
新
た
に
広
報
広
聴

委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、

市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
や
議

会
報
告
会
等
の
実
施
、
情
報

発
信
に
つ
い
て
、
市
民
の
意

見
・
要
望
等
の
聴
取
に
つ
い

て
な
ど
を
協
議
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
は
、
議
会
報
告

会
の
開
催
に
向
け
て
、
具
体

的
な
準
備
や
検
討
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
９
月
18
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　

７
月
10
日
に「
第
３
７
４

空
輸
航
空
団
司
令
官
交
代

式
」が
行
わ
れ
、
リ
チ
ャ
ー
ド

Ｆ.

マ
ッ
ク
エ
ル
ハ
ニ
ー
大
佐

か
ら
、
ダ
ニ
エ
ル　
Ｅ.

メ
ン

ド
ー
ザ
大
佐
に
交
代
さ
れ
た
。

　

８
月
９
日
か
ら
11
日
の

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
に
係

る
米
軍
に
よ
る
輸
送
支
援
」

に
つ
い
て
、「
米
軍
輸
送
機
に

よ
り
、
横
田
基
地
か
ら
被
災

地
ま
で
、
救
援
物
資
を
輸
送

す
る
予
定
で
あ
る
」な
ど
と

の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

　
９
月
15
日
の
三
沢
基
地
所

特
別
委
員
会
活
動
か
ら

特
別
委
員
会
活
動
か
ら

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

て
、
改
正
の
背
景
を
伺
う
。

　

投
資
家
保
護
の
た
め
の

税
負
担
の
軽
減
と
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
国
際
的
な
競
争
力
強

化
を
目
的
と
し
て
改
正
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

●
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
質
疑
な
し
。

●
令
和
８
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

　
電
子
決
裁
及
び
電
子
請

求
と
の
連
携
が
可
能
な
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
事
務
の
効

率
化
を
図
る
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
効
果
を
見
込
ま
れ

て
い
る
の
か
伺
う
。

　

現
在
の
紙
で
の
起
票
、

決
裁
等
の
手
続
を
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員

の
テ
レ
ワ
ー
ク
対
応
や
、
出

先
の
職
員
が
伝
票
を
持
ち
込

む
必
要
が
な
く
な
り
移
動
時

間
の
削
減
の
効
果
が
期
待
で

き
る
。
ま
た
、
電
子
請
求
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
手
入
力

に
よ
る
入
力
ミ
ス
の
削
減
や

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
効
果
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
福
生
野
球
場
人
工
芝
改
修

工
事
請
負
契
約

　

入
札
金
額
82
・
３
％
に

つ
い
て
、
低
入
札
の
調
査
を

行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
調
査
の
詳
細
を
伺
う
。

　

低
入
札
価
格
調
査
に
つ

い
て
は
、
当
市
の
低
入
札
価

格
調
査
実
施
要
領
に
定
め
る

手
順
に
よ
り
実
施
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
特
に

資
材
価
格
等
が
当
初
の
積
算

額
よ
り
低
く
な
っ
た
理
由
に
つ

い
て
重
点
的
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
落
札

者
に
お
け
る
資
材
の
調
達
方

法
等
の
工
夫
に
よ
り
、
当
市

の
積
算
よ
り
も
当
該
費
用
を

大
幅
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
が
今
回
の
入
札
価
格

に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

し
み
な
が
ら
育
て
、
咲
か
せ

る
も
の
で
あ
る
。
市
内
の
小
・

中
学
校
や
都
立
福
生
高
等
学

校
、
市
内
金
融
機
関
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
42
団
体

か
ら
御
賛
同
を
い
た
だ
き
、

実
施
し
た
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　
広
域
連
合
分
賦
金
に
お

け
る
保
険
料
軽
減
措
置
負
担

金
の
減
額
理
由
を
伺
う
。

　

未
納
と
な
る
想
定
額
を

市
の
負
担
で
補
填
す
る
未
収

金
補
填
分
の
費
用
が
、
未
収

金
額
の
減
少
や
、
令
和
６
年

度
精
算
分
と
の
相
殺
な
ど
に

よ
り
減
少
し
て
い
る
。

●
福
生
市
児
童
館
等
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て　

指
定
管
理
者
か
ら
の
新

た
な
取
り
組
み
の
提
案
に
つ

い
て
伺
う
。

　

児
童
館
で
ナ
イ
ト
シ
ア

タ
ー
や
防
災
訓
練
を
兼
ね
た

宿
泊
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、

学
童
ク
ラ
ブ
で
保
育
所
等
と

連
携
し
た
プ
レ
学
童
事
業
等

を
行
う
と
い
っ
た
提
案
が
あ

っ
た
。

　
９
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
は
、採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
特
定
暗
号
資
産
の
譲
渡

所
得
の
課
税
の
特
例
に
つ
い

総
務
文
教
委
員
会

▲福生野球場

次回定例会【令和８年第４回】のお知らせ（予定）
～ぜひ、傍聴にお越しください～

日 月 火 水 木 金 土
11/29 30 12/1 2 3 4 5

本会議
午前10時開会

6 7 8 9 10 11 12

常任委員会
午前10時開会

13 14 15 16 17 18 19

議会運営委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和８年12月１日～ 12月18日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。 ※日程は変更になることがあります。
議場には、補聴器をお使いの方、高齢等で聴き取りにくい方のために音声を送るヒアリング
ループを導入しています。
※請願・陳情の提出締切：11月10日（火）までに議会事務局へご持参ください。

一般質問 一般質問 一般質問

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
改
革
の
協
議

を
行
う
議
会
運
営
委
員
会
が
、

閉
会
中
も
含
め
７
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
協
議
を

行
っ
て
き
た
議
会
基
本
条
例

が
今
定
例
会
で
制
定
さ
れ
ま

し
た
。 議

会
運
営
委
員
会

一般質問

属
Ｒ
Ｑ-

４
Ｂ（
グ
ロ
ー
バ
ル

ホ
ー
ク
）の
墜
落
に
つ
い
て
、

概
要
は
９
月
15
日
午
後
０
時

58
分
頃
、
航
空
自
衛
隊 

三

沢
基
地
所
属
の
Ｒ
Ｑ-

４
Ｂ
、

１
機
が
鳥
取
県
沖
北
約
50
㎞

の
洋
上
で
レ
ー
ダ
ー
ロ
ス
ト

し
た
。
海
上
自
衛
隊「
は
や

ぶ
さ
」が
撮
影
し
た
浮
遊
物

の
写
真
に
よ
り
本
機
体
は
墜

落
し
た
も
の
と
断
定
し
た
。

部
外
へ
の
被
害
状
況
は
９
月

17
日
午
前
６
時
時
点
で
被
害

情
報
な
し
。

２　
国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
等
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て

①
交
付
金
の
増
額
に
つ
い
て

②
対
象
資
産
の
範
囲
の
拡

大
・
拡
充
に
つ
い
て
等
、
４

項
目
に
つ
い
て
本
定
例
会
終

了
後
に
要
望
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だより
の音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)の
方にお届けしています。ご家族やお知り合いで、ご希望の方
がいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生
活用具として給付を受けられます。

議会事務局　☎042-551-1523
　多摩ケーブルネット
ワークでも本会議の
生中継を放映します。
ぜひご覧ください。

ケーブルテレビケーブルテレビ
による議会中継による議会中継 福生よいとこ議会基本条例

を制定しました
福生市議会は、市民の皆様の声を市政に届
け、開かれた議会として取り組むため、「福
生よいとこ議会基本条例」を制定しました。
この条例では、議会と議員が透明性・公正
性を確保し、行政を監視・評価しながら、政
策立案・政策提言に取り組むことを定めてい
ます。
政務活動費の適正な執行や、災害等の迅速
な対応、議会改革の継続的な見直しについて
も明確にしています。
また、ICT（情報通信技術）を活用し、わか
りやすい議会運営を進め、市民との対話を深
めるため、議会報告会開催に向けて取り組ん
でいきます。
今後とも、市民に開かれた議会を目指して
取り組みます。

詳しくは
こちら

パブリック・コメント
の結果はこちら


